
ささえあいミーティング

行 田 市

行田市社会福祉協議会



本日のミーティングの内容

１ 地域安心ふれあい事業について

２ 行田市災害時要援護者支援対策について

３ 支えあいマップづくりについて

４ グループワーク

（自治会毎にマップづくり）

５ まとめ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・あいさつ（　　　　地区ささえあいミーティング開催にあたり、大谷福祉課
　　　　　長にご挨拶をお願いします）

・職員紹介（本日のミーティングでは、参加いただきました皆様と一緒
　　　　　にマップづくりを行います。その職員を紹介いたします。）

・参加者の説明
本日、参加の皆さんは、３月に開催された、各地区の「ささえあいミーティング」において、自治会ごとにマップづくりを行うには、どのような方に参加いただいた方が良いかと、お聞きしたところ
自治会長、民生委員、自治会女性部、包括相談協力員、保健協力員、老人クラブ、自治会女性部、いきいき元気サポーター
の皆さんというご意見をいただきました。
その他、ＰＴＡとか班長など多くの意見をいただきましたが、まずはという事で皆さんに通知申し上げました。

ミーティングの流れ
本日の流れについて、終了時間を　　　　時　　　分としております。
各部署からの説明後、グループワークとして、自治会ごとにマップづくりに取り組んでいただきます。





平成２０年度ささえあいミーティング
の結果について

＜課 題＞

１ 地域内のコミュニケーションや交流の活性化

２ 地域活動の活性化

３ 地域活動の連携強化

４ ボランティア活動の活性化

５ 地域交流拠点の整備

６ 住みよいまちづくりの推進

７ 安心・安全のまちづくりの推進

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
A３版の地区別の一覧表参照



地域福祉計画及び地域福祉活動計画について

住民参加の地域づくり
（市民の連携と協働による）

・人にやさしい
まちづくりの推進

・地域福祉活動への
住民参加の促進

・福祉サービスの充実
・福祉サービスの

適切な利用の促進

・「人」と「人」のつながり

・「地域」みんなで課題を共有し、
解決する

・「人」を大切にする「人」を
つくる

地 域 福 祉 計 画
（行 田 市）

地 域 福 祉活動 計 画
（行田市社会福祉協議会）

連

携



地域福祉を推進するために

ささえあいミーティング（小学校区
ごとに市民と行政、社会福祉協議
会が、ともに地域課題について話
し合い、情報共有する場）

市役所に「ふくし総合窓口」を設
置（縦割り行政の不都合を解消
して市民の相談に総合的に対応
できる仕組み）

市民同士の支えあいの担い手
となるいきいき･元気サポー
ターを養成、登録（地域安心ふ
れあい事業を中心とするボラン
ティア活動で活躍していただく）地域ごとの個性を尊重した支え

あい、助け合いの仕組みづくり

地域づくり

仕組みづくり 人づくり

地域安心ふれあい事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域づくりとして：ささえあいミーティングを継続して開催したいのでご参加をお願いしたい。
仕組みづくりとして：平成２０年度～市役所に「ふくし総合窓口」を設置し、たて割り行政の不都合を解消して市民の相談に総合的に対応できる仕組みを作っている。保健や福祉について、「どこに相談したらよいかわからない」「いくつかの課にまたがる相談を総合的に受けてほしい」など、このようなときは、ぜひ「ふくし総合窓口」をご活用ください。
仕組みづくり・人づくりとして：地域安心ふれあい事業を２１年度から始めた。これは地域ごとの個性を尊重した支えあい、助け合いの仕組みづくり と市民同士の支えあいの担い手となるいきいき･元気サポーターを養成、登録（地域安心ふれあい事業を中心とするボランティア活動で活躍していただく）






地域安心ふれあい事業
少子高齢化

一人暮らし世帯増加

家族や地域のつながりの希薄化

• 公的な福祉サービスだけで解決することは難しい。

• 市民と行政がともに手をとり、地域のさまざまな課題を解決していく必要が
ある。

• 市では、新たな支えあいのしくみづくりをスタートしました。

• この取り組みが「地域福祉推進市」として国から指定を受け、今後、国のモ
デル事業として、市民の皆さんとともに誰もが安心して暮らせる地域づくり
を進めてまいります。

支援を必要とする人の増加

・地域で孤立している高齢者

・家族の介護で悩んでいる・・・など

そこで・・・

ご理解と積極的なご参加をお願いします。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成20年度ささえあいミーティングでの市民の皆さんの意見をもとに、平成21年度より地域福祉推進のリーディング事業として開始した。
少子高齢化や、一人暮らし世帯などの増加により、家族や地域のつながりが希薄になりつつある中で、地域で孤立している高齢者や家族の介護で悩んでいる方など、さまざまな支援を必要とする方が増えています。
これらの課題を公的な福祉サービスだけで解決することは難しく、市民と行政がともに手をとり、地域のさまざまな課題を解決していく必要があることから、市では、新たな支えあいのしくみづくりに取り組んでいます。
この取り組みが「地域福祉推進市」として国から指定を受け、今後、モデル事業として、市民の皆さんとともに誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めてまいります。




地域安心ふれあい事業

見守りが
必要な方

①ふれあい見守り活動

買い物支援など

支援を希望
する人

自治会ご近所

民生委員友 人

市・社会福祉協議会
見守り

②いきいき・元気サポート制度

（サポーター）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２１年度は、忍、行田、佐間、長野地区をモデル地区として実施し、平成２２年度以降、市全域に拡大していきます。この事業は市と社会福祉協議会が連携し、地域の見守りネットワークの構築に取り組みます。また、いきいき・元気サポーターが買い物支援などのサービスを提供します。
①｢ふれあい見守り活動｣
市と行田市社会福祉協議会が連携し、市民や民生委員、関係機関とのネットワーク構築を進め、見守り体制の充実を図ります。みんなで力を合わせて見守り活動を行い、一人暮らし高齢者などが地域で安心して暮らせるよう取り組みます。平成２１年１０月に、モデル地区における一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、一人暮らし障害者、障害者のみの世帯などを対象に、アンケート調査を行います。平成２２年度以降はその他の地区でアンケート調査を行い、ニーズの把握に努めます。
�②いきいき・元気サポート制度
いきいき・元気サポート制度(有償ボランティア)は、共助の理念に基づき、日常生活において支援を必要とする高齢者、障害者などに対し、サポーターとして登録された方々による見守り、片付け、電球交換、買物支援などのサービスを提供します。
なお、サービスを提供したボランティアは謝礼として行田商店共通商品券を受け取ることができます。



行田市いきいき・元気サポーター
• 平成２２年６月末現在 登録者数 １０３名
• 平成２２年１～６月までの活動総時間数 ３８２時間

ささえあうために
ボランティア活動に理解と意欲のある

「行田市いきいき・元気サポーターの活力」を
「地域」は必要としています。

地域に密着し活躍する
行田市いきいき・元気サポーターへ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行田市いきいき・元気サポーターは平成２２年１月から活動を開始し、平成２２年度６月末現在の登録者数は１０３名で６月までの活動総時間数は３８２時間となっております。
この半年間、支援を必要としている高齢者を中心にちょっとした困りごとの解決のため、有償ボランティアとして買い物の代行などの活動をしていただいています。
そうしたなか、地域のささえあいを推進していくため、地域安心ふれあい事業のもう一つの活動である「ふれあい見守り活動」においても地域の支援者としてボランティア活動に理解と意欲のある「行田市いきいき・元気サポーター」の方々の活力が必要となっております。
そこで、今回開催された「ささえあいミーティング」にサポーターの方々にも出席いただきまして、同席されている自治会長さんや民生委員さんなどとともにささえあいマップの作成や見守り活動にご尽力をいただき、地域に密着したささえあいの担い手としてご活躍いただきたいと思っております。
なお、今後のサポーター活動につきましても、有償ボランティアおよび地域での活動についてご意見等をいただきながら更により良い事業展開ができるよう実施してまいりたいと思います。



災害時避難行動要支援者とは

① 身体障害者の方（１級と２級手帳の所有者）

② 知的障害者の方（療育手帳Ａ以上の所有者）

③ 介護保険の要介護３以上の認定を受け、居宅で生活している方

④ 一人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯で、自力避難が困難な方

⑤ ①～④に掲げた方に準じた状態にある方

これまでの市の取組み
～地域支援者との連携を考えて～

平成１９年４月から登録制度を発足 本人の手上げ方式

平成２１年度から個人への同意を働きかける同意方式も併用

平成２２年度から関係機関情報共有方式を併せて推進

（福祉部局・防災部局・自治会・民生児童委員）



災害時避難行動要支援者対策
～これからの地域での取組み～

マップを作る

日常生活では 災害時の活動では

避難支援者の特定
避難場所の特定

孤独死防止
安心生活確保

地域防災力の向上
被害縮小



知る・知り合う
『地域を知る』
『支えあいマップ』

見守る
『見守り活動』
『登下校の見守り』

支える

『いきいき・元気
サポーター制度』

つどう
『地域のまつり』
『いきいきサロン』

支えあいの地域づくりのために

知る・知り合う

支えあう 見守る

つどう

『弱まっている』 『希薄になっている』

『助けてと言えない』

『限界がある』

『隙間が生まれる』課題解決に向けて

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なぜ「支えあいにマップづくり」なのか、について説明させていただく前に、支えあいの地域づくりについて簡単に説明します。

「自助」「共助」「公助」という言葉を、よく耳にすると思います。
「自助」は、自己責任を指します。自分の困っていることを、他人に言えなくて、孤立している人が多くなっています。
「共助」は、地域で助け合うという意味ですが、昔に比べ隣近所の関係が希薄になっています。隣近所に関心を持たなくなり、そして、困ったことがあれば、すぐ市のサービスで解決しようとするので、隣近所や地域が困った時の受け皿にならなくなっています。

「公助」は介護サービスや障害者サービスなどの公的サービスを指します。公的サービスで困りごとすべてを補えるかと言ったら、限界があり、隙間が生まれてきています。この隙間を解消するには、何といっても地域の助け合いが必要です。皆さんが、住み慣れた地域で暮らしていくためには、地域の助け合い、支えあいの「共助」を強化していかなければなりません。

「共助」を強化していく活動として、「知る・知り合う活動」、「見守る活動」、「つどう活動」、「支えあう活動」がありますが、「福祉」は、困った人を助ける。助ける為には、困った人がどこに住んでいるのか。その人が何で困っているのか知らなければならず、　そのために、知るということが大切になってきます。

地域での支えあいを推進していくためには、近所に関心をもつ、地域に関心をもつことが、地域づくりの第一歩となります。



「支えあいマップづくり」

地域での見守り、声かけ、災害時の助け
あい活動のために地域の情報を共有。

出来上がったマップを確認し、地域の課題を
明らかにし、解決に向けて話し合います。

○進め方（住宅地図に色や印をつけていきます）

・地域で気になる人はいませんか？

（単身高齢者、高齢者世帯、障害者等）

・地域で人の集まる場所はないですか？

・支援（活動）をしている人はいませんか？

・助けを必要としている人はいませんか？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マップづくりについてですが、なぜ「マップ」なのか？
自分の住んでいる地区の事は、だいたい把握されていると思います。
地域の色々な情報を、頭の中で思い出しながら整理していくのは大変です。マップは、名簿などと違い、頭の中で整理しやすく、視覚的に分かりやすいからです。
マップづくりは、自治会ごとに取り組んでいただけるようお願いしています。

マップづくりで落とし込んだ地域の情報は、地域での見守り、声かけ、災害時の助け合い活動のために地域で共有していくものです。

あくまでも助ける為の情報共有であり、個人情報保護うんぬんより、助けることを優先していくものです。
自分のことは隣近所の人に知られたくない、助けて貰いたくないと言う人は、災害弱者であり、先ほど話をした「自助」が低下している人です。共助の力が向上していれば、そういった人にも地域は踏み込んでいけるはずです。

この支えあいマップは、地域の中で「助けを必要としている人」、「気になる人」、「活動している人」に印を付け、人と人とのつながりを落とし込んでいきます。その作業の中で浮かび上がった課題をみんなで解決していくこと。つまり、マップを作ることが目的でなく、地域のみなさんとマップづくりをつうじて地域について話し合う事が一番大切です。




集 会 所

自 治
会長

商 店

病 院

支えあいマップ（例）

食
堂

デイサービス

民
生
委
員

公 園

関 係 線

単身高齢者 高齢者世帯 そ の 他

サロン参加者

地 域 の
支 援 者

老人クラブ会員

避難所

自治
会長

いきいき
サ ロ ン

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、支えあいマップの（例）です。
単身高齢者　・・・　赤
高齢者世帯　・・・　緑
その他　　　　・・・　紫　（障害手帳をお持ちの方、子育て世帯で気になる世帯等）
その人と関わっている人や地域で活動している人　・・・　オレンジ　で塗ったものです。そして、　人と人とのつながりを、青色で線を引きます。
この関係線を引くことによって孤立している人はいないか。気になる人はどういう人なのか。浮かび上がってきます。

　この関係線は、地域の情報なしには、引くことはできません。地域の人を巻き込んだ地域づくり、日ごろの助け合いも災害時の助け合いもご近所で、支えあいの地域づくりを進めるためには、大切な線です。

マップに、サロン参加者に印をつけたり、老人クラブ会員に印をつけるなど、会員同士の声かけ、仲間づくりにも活用ができます。
　




公 園

避難所

自治
会長

買い物支援
日ごろから
声かけ

サロン仲間

日ごろから声かけ

集 会 所

公 園

避難所

支援者

70代
一人暮ら
し女性

集 会 所

支援者

支
援
者

支
援
者

70代
一人暮ら
し女性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどの支えあいマップでは、日ごろの「支えあい」の関係が、災害時には「助けあい」の関係に変わります。

（例えば）
左のマップでは、７０代一人暮らしの女性を、隣近所の方が日ごろから声かけ、買い物支援をして支えている様子がわかります。
災害時には、この女性を避難所まで避難を手助けするチームと変わることがわかると思います。

このマップづくりは、『きれいな地図』を完成させることが目的でありません。隣近所のことも知らないという状況では、どんなに支えあいの地域づくり、災害時要援護者支援の仕組みをつくっても、十分機能はしません。難しく考えすぎずに近所同士のあいさつ・声かけなど誰にでもできる取り組みを促すことが、日常の地域のつながり、顔の見える近所づきあいを生み出すものと考えています。
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